
JP 2004-300576 A5 2006.7.20

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 7月 20日 (2006.7.20)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2004-300576(P2004-300576A)
【 公 開 日 】 平 成 16年 10月 28日 (2004.10.28)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2004-042
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-75363(P2004-75363)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ Ｃ   18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)  18/31     (2006.01)
                        Ｃ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ ＣＣ ２ ３ Ｃ   18/50     (2006.01)  18/50     (2006.01)  18/50     (2006.01)  18/50     (2006.01)  18/50     (2006.01)  18/50     (2006.01)  18/50     (2006.01)  18/50     (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ Ｌ   21/28     (2006.01)  21/28     (2006.01)  21/28     (2006.01)  21/28     (2006.01)  21/28     (2006.01)  21/28     (2006.01)  21/28     (2006.01)  21/28     (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ Ｌ   21/288    (2006.01)  21/288    (2006.01)  21/288    (2006.01)  21/288    (2006.01)  21/288    (2006.01)  21/288    (2006.01)  21/288    (2006.01)  21/288    (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ Ｌ   23/52     (2006.01)  23/52     (2006.01)  23/52     (2006.01)  23/52     (2006.01)  23/52     (2006.01)  23/52     (2006.01)  23/52     (2006.01)  23/52     (2006.01)
                        Ｈ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ ＬＨ ０ １ Ｌ   21/3205   (2006.01)  21/3205   (2006.01)  21/3205   (2006.01)  21/3205   (2006.01)  21/3205   (2006.01)  21/3205   (2006.01)  21/3205   (2006.01)  21/3205   (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ ２ ３ Ｃ   18/31          Ｅ
   Ｃ ２ ３ Ｃ   18/50          
   Ｈ ０ １ Ｌ   21/28          Ａ
   Ｈ ０ １ Ｌ   21/288         Ｅ
   Ｈ ０ １ Ｌ   21/88          Ｒ
   Ｈ ０ １ Ｌ   21/88          Ｋ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 5日 (2006.6.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 に 金 属 部 を 有 す る 基 板 を 用 意 し 、
　 基 板 の 表 面 に 前 処 理 液 を 接 触 さ せ て 該 表 面 全 面 を 修 飾 す る め っ き 前 処 理 を 行 い 、
　 基 板 の 表 面 に 残 る 前 処 理 液 を リ ン ス 処 理 で 除 去 し 、
　 基 板 の 表 面 に 無 電 解 め っ き 処 理 を 施 し て 前 記 金 属 部 の 表 面 に 合 金 膜 を 選 択 的 に 形 成 し 、
　 前 記 無 電 解 め っ き 処 理 後 の 基 板 を 後 洗 浄 し 乾 燥 し た 状 態 に す る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処
理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 め っ き 前 処 理 は 、 前 記 基 板 の 表 面 を 清 浄 化 す る と 同 時 に 、 前 記 金 属 部 に 触 媒 を 付 与
し て 該 金 属 部 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 載 の 基 板 処 理
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 め っ き 前 処 理 を 、 少 な く と も 触 媒 金 属 イ オ ン と 、 基 板 の 表 面 を 清 浄 化 す る 機 能 を 有
す る 酸 と を 混 合 し て 調 製 し た 前 処 理 液 を 使 用 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 純 水 、 ま た は 電 解 乃 至 水 素 ガ ス の 溶 解 な ど の 方 法 に よ り 還 元 性 を 高
め た 純 水 で 基 板 の 表 面 を 洗 浄 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載
の 基 板 処 理 方 法 。
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 無 電 解 め っ き 液 を 構 成 す る １ 成 分 ま た は 複 数 成 分 を 混 合 し て 調 製 し
た 水 溶 液 で 基 板 の 表 面 を 洗 浄 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載
の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 め っ き 前 処 理 及 び 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 大 気 よ り 酸 素 成 分 が 少 な い 雰 囲 気 で 行 う こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 無 電 解 め っ き 処 理 を 、 大 気 よ り 酸 素 成 分 が 少 な い 雰 囲 気 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 め っ き 前 処 理 に よ っ て 前 記 前 処 理 液 中 に 混 入 し た 不 純 物 の 濃 度 を 測 定 し 、 こ の 不 純
物 が 所 定 の 濃 度 に 達 し た 時 に 該 不 純 物 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず
れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 金 属 部 を 有 す る 基 板 の 表 面 を 前 処 理 液 に 接 触 さ せ て 該 表 面 全 面 を 修 飾 す る め っ き
前 処 理 と 、 め っ き 前 処 理 後 の 基 板 の 表 面 に 残 っ た 前 処 理 液 を リ ン ス す る リ ン ス 処 理 を 行 う
前 処 理 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 め っ き 前 処 理 後 の 基 板 の 表 面 に 無 電 解 め っ き 処 理 を 施 し て 前 記 金 属 部 の 表 面 に 合 金
膜 を 選 択 的 に 形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 無 電 解 め っ き 処 理 後 の 基 板 を 後 洗 浄 し 乾 燥 す る 後 処 理 ユ ニ ッ ト と を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 め っ き 前 処 理 は 、 前 記 基 板 の 表 面 を 清 浄 化 す る と 同 時 に 、 前 記 金 属 部 に 触 媒 を 付 与
し て 該 金 属 部 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処
理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 前 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 め っ き 前 処 理 に よ っ て 前 記 前 処 理 液 中 に 混 入 し た 不 純 物 の
濃 度 を 測 定 し 、 こ の 不 純 物 の 濃 度 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に 不 純 物 を 除 去 す る 液 浄 化 機 能
を 有 す る 液 浄 化 装 置 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 基 板 保 持 ヘ ッ ド は 、 基 板 の 表 面 側 の 周 縁 部 ま た は 裏 面 側 の 周 縁 部 を 同 時 に 、 ま た は
一 方 を 選 択 的 に シ ー ル で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至
の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 前 処 理 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 め っ き 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 一 部 に 開 口 を 有 し 、 内 部 の
雰 囲 気 を 装 置 全 体 と 独 立 に 調 整 で き る 機 能 を 有 す る 密 閉 可 能 な 筺 体 の 内 部 に 配 置 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 請 求 項 １ ７ 】
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前 記 め っ き 前 処 理 を 完 了 し て か ら 前 記 リ ン ス 処 理 を 開 始 す る ま で の 時 間 は 、 ５ 秒 以 内 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 。

７

前 記 め っ き 前 処 理 後 の 前 記 リ ン ス 処 理 が 終 了 し て か ら 、 前 記 無 電 解 め っ き 処 理 を 開 始 す
る ま で の 時 間 は 、 １ ５ 秒 以 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の
基 板 処 理 方 法 。
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前 記 筺 体 は 、 給 排 気 系 統 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 基 板 処 理 装 置
。

前 記 筺 体 の 内 部 に 、 不 活 性 ガ ス ま た は 還 元 性 ガ ス を 充 填 ま た は 循 環 さ せ る こ と を 特 徴 と



【 請 求 項 １ ８ 】
　 外 部 環 境 か ら 光 が 透 過 し な い よ う に 射 光 処 理 を 施 し た ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 し た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 に 金 属 部 を 有 す る 基 板 を 用 意 し 、 基 板 の 表 面 に 前
処 理 液 を 接 触 さ せ て 該 表 面 全 面 を 修 飾 す る め っ き 前 処 理 を 行 い 、 基 板 の 表 面 に 残 る 前 処 理
液 を リ ン ス 処 理 で 除 去 し 、 基 板 の 表 面 に 無 電 解 め っ き 処 理 を 施 し て 前 記 金 属 部 の 表 面 に 合
金 膜 を 選 択 的 に 形 成 し 、 前 記 無 電 解 め っ き 処 理 後 の 基 板 を 後 洗 浄 し 乾 燥 し た 状 態 に す る こ
と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 処 理 時 間 を 大 幅 に 低 減 し 、 金 属 部 が 、 例 え ば 銅 配 線 等 の 金 属 配 線 の 場 合 に
あ っ て は 、 め っ き 処 理 後 の 配 線 抵 抗 の 上 昇 を 最 大 限 に 抑 え 、 得 ら れ た リ ー ク 電 流 を 最 も 低
く し て 、 金 属 の 表 面 に 合 金 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 装 置 の イ ニ シ ャ ル
コ ス ト 、 ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 低 く 抑 え 、 し か も 、 広 い 設 置 ス ペ ー ス を 必 要 と す る こ と な く
処 理 を 連 続 し て 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 記 金 属 部 は 、 絶 縁 体 内 に 形 成 さ れ た 埋 込 み 配 線 の 露 出 表 面 で あ
　 記 金 属 部 は 、 絶 縁 体 の 表 面 に 形 成 さ れ た 埋 込 み 配 線 用 の 凹 部 の 底 面 及 び 側 面 に 形 成 さ
れ た 金 属 膜 で あ 。
　 記 金 属 部 は 、 絶 縁 体 の 表 面 に 形 成 さ れ た 金 属 配 線 の 露 出 表 面 で あ 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 め っ き 前 処 理 は 、 前 記 基 板 の 表 面 の 清 浄 化 す る と 同 時 に
、 前 記 金 属 部 に 触 媒 を 付 与 し て 該 金 属 部 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ の よ う に 、 基 板 の 表 面 全 体 を 修 飾 す る め っ き 前 処 理 で 、 基 板 の 表 面 を 清 浄 化 す る と 同
時 に 、 金 属 部 に 触 媒 を 付 与 し て 該 金 属 部 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る こ と で 、 め っ き 前 処 理 に よ
っ て 、 例 え ば 銅 配 線 等 の 金 属 部 の 一 部 が 前 処 理 液 で 損 傷 （ エ ッ チ ン グ ） さ れ た り 、 前 処 理
液 に 溶 解 し た り す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 基 板 の 表 面 の 清 浄 化 に よ っ て 、 金
属 部 の 表 面 に 形 成 さ れ た 金 属 酸 化 膜 や 、 金 属 部 表 面 を 含 む 基 板 表 面 上 の 金 属 ま た は 有 機 物
な ど の 不 純 物 及 び 不 純 物 残 渣 が 除 去 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 記 め っ き 前 処 理 及 び 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 表 面 を 下 向 き に し て 配 置 し た 基 板 の 該 表 面 に
向 け て ノ ズ ル か ら 薬 液 、 ま た は 純 水 な ど を 噴 射 し て 行 う こ と 。
　 こ の よ う に 、 ス プ レ ー 方 式 の め っ き 前 処 理 ま た は リ ン ス 処 理 を 採 用 す る こ と で 、 常 に フ
レ ッ シ ュ な 処 理 液 を 基 板 表 面 に よ り 均 一 に 分 散 さ せ て 供 給 し て 、 処 理 時 間 を 短 縮 す る こ と
が で き る 。 し か も 噴 射 点 の 位 置 を 調 整 す る こ と で 、 面 内 処 理 の 均 一 性 の 改 善 を 容 易 に 行 う
こ と が で き る 。
　 め っ き 前 処 理 が 完 了 し て か ら リ ン ス 処 理 を 開 始 す る ま で の 時 間 は 、 ５ 秒 以 内 で あ る こ と
が 好 ま し く 、 こ れ に よ っ て 、 め っ き 前 処 理 後 の 残 液 に よ る 継 続 反 応 及 び 活 性 化 さ れ た 金 属
表 面 の 酸 化 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 記 め っ き 前 処 理 及 び 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 基 板 を 回 転 さ せ な が ら 行 う こ と 。
　 こ の よ う に 、 基 板 を 回 転 さ せ な が ら め っ き 前 処 理 及 び リ ン ス 処 理 を 行 う こ と で 、 基 板 の
表 面 全 面 に 対 す る 薬 液 反 応 ま た は 洗 浄 の 均 一 性 が 増 強 さ れ る 。 ま た 、 め っ き 前 処 理 時 及 び
リ ン ス 洗 浄 処 理 時 で 異 な る 回 転 速 度 で 基 板 を 回 転 さ せ て も 良 く 、 こ れ に よ り 、 反 応 及 び 洗
浄 効 率 ま た は 面 内 均 一 性 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 記 め っ き 前 処 理 に 使 用 す る ノ ズ ル と 前 記 リ ン ス 処 理 に 使 用 す る ノ ズ ル は 、 そ れ ぞ れ 異
な る 流 路 系 統 に 接 続 さ れ て い る こ と 。
　 こ れ に よ り 、 リ ン ス 用 の ノ ズ ル 系 統 が 前 処 理 液 に 汚 染 さ れ る こ と を 防 止 し て 、 リ ン ス 液
の 安 定 な 洗 浄 処 理 能 力 が 保 た れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 記 め っ き 前 処 理 、 基 板 を 前 処 理 液 に 浸 漬 さ せ て 。
　 こ れ に よ り 、 基 板 処 理 中 に 基 板 を 外 部 雰 囲 気 と 隔 離 し て 、 活 性 化 さ れ た 金 属 部 の 表 面 が
再 酸 化 さ れ て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 め っ き 前 処 理 液 の 溶 存 酸 素 量 が
調 整 可 能 と な り 、 め っ き 前 処 理 に お け る 触 媒 付 与 等 の 反 応 速 度 を 制 御 す る こ と が で き る 。
　 記 め っ き 前 処 理 完 了 後 、 基 板 を 高 速 で 回 転 さ せ る こ と 。
　 こ れ に よ り 、 基 板 及 び 基 板 を 保 持 す る 治 具 に よ る 薬 液 の 持 出 量 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 め っ き 前 処 理 を 、 少 な く と も 触 媒 金 属 イ オ ン と 、 基 板 の
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表 面 を 清 浄 化 す る 機 能 を 有 す る 酸 と を 混 合 し て 調 製 し た 前 処 理 液 を 使 用 し て 行 う こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 め っ き 前 処 理 で 、 金 属 部 の 表 面 に 触 媒 を 付 与 す る と 同 時 に 、 金 属 部 の 表 面
の 酸 化 膜 を 除 去 し た り 、 例 え ば 層 間 絶 縁 膜 上 に 残 る 金 属 残 渣 等 の 不 純 物 を 除 去 し た り す る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 純 水 、 ま た は 電 解 乃 至 水 素 ガ ス の 溶 解 な
ど の 方 法 に よ り 還 元 性 を 高 め た 純 水 で 基 板 の 表 面 を 洗 浄 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 配 線 等 を 構 成 す る 金 属 部 が 酸 化 さ れ る の を 防 止 し つ つ 、 基 板 上 に 残
る 前 処 理 液 を 効 率 よ く 洗 浄 し 、 し か も 酸 性 の 前 処 理 液 が め っ き 液 に 混 入 す る こ と を 防 止 し
て 、 め っ き 液 を 安 定 に 保 つ こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 無 電 解 め っ き 液 を 構 成 す る １ 成 分 ま た は
複 数 成 分 を 混 合 し て 調 製 し た 水 溶 液 で 基 板 の 表 面 を 洗 浄 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 配 線 を 構 成 す る 金 属 部 が 酸 化 さ れ る こ と を 防 止 し つ つ 、 基 板 上 に 残
る 前 処 理 液 を 効 率 よ く 洗 浄 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 め っ き 前 処 理 及 び 前 記 リ ン ス 処 理 を 、 大 気 よ り 酸 素 成 分
が 少 な い 雰 囲 気 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法
で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 め っ き 前 処 理 に よ っ て 触 媒 が 付 与 さ れ た 金 属 部 の 表 面 に 酸 化 膜 が 再 生 成 さ
れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
　

【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 無 電 解 め っ き 処 理 を 、 大 気 よ り 酸 素 成 分 が 少 な い 雰 囲 気
で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
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　 こ れ に よ り 、 成 膜 中 に 合 金 膜 が 酸 化 さ れ る こ と を 防 止 し て 、 安 定 な 膜 質 の 合 金 膜 を 形 成
で き る 。
　

こ れ に よ り 、 め っ き 前 処 理 後 の 金 属 部 表
面 の 外 部 雰 囲 気 の 影 響 に よ る 再 酸 化 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 記 基 板 の 後 洗 浄 及 び 乾 燥 後 に 、 前 記 合 金 膜 の 膜 厚 及 び 膜 質 の 少 な く と も 一 方 を 測 定 す
る こ と 。
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 金 属 部 の 表 面 に 形 成 し た 合 金 膜 の 膜 厚 を 測 定 し 、 こ の 膜 厚 の 変 動
に 応 じ て 、 例 え ば 次 の 基 板 に 対 す る め っ き 処 理 の 処 理 時 間 を 調 整 す る こ と で 、 金 属 部 の 表
面 に 形 成 さ れ る 合 金 膜 の 膜 厚 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 記 前 処 理 液 及 び そ の リ ン ス 液 の 組 成 及 び 各 成 分 の 濃 度 、 及 び 前 処 理 液 の 温 度 を 所 定 範
囲 内 に 維 持 す る こ と 。
　 こ れ に よ り 、 金 属 部 の 表 面 に 核 密 度 の 安 定 し た 触 媒 を 付 与 し て 、 膜 質 が 安 定 で 膜 厚 の 均
一 な 合 金 膜 を 形 成 で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 め っ き 前 処 理 に よ っ て 前 記 前 処 理 液 中 に 混 入 し た 不 純
物 の 濃 度 を 測 定 し 、 こ の 不 純 物 が 所 定 の 濃 度 に 達 し た 時 に 該 不 純 物 を 除 去 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 高 価 な 前 処 理 液 の 機 能 の 低 下 を 防 止 し つ つ 、 前 処 理 液 を 長 い 期 間 安 定 し て
使 用 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 記 無 電 解 め っ き 処 理 を 、 め っ き 液 の 温 度 、 組 成 及 び 各 成 分 の 濃 度 を 所 定 範 囲 内 に 維 持
し 、 所 定 の 膜 厚 に 対 し て め っ き 処 理 時 間 を 制 御 し て 行 う こ と 。
　 こ の よ う に 、 め っ き 処 理 時 間 を 制 御 す る こ と で 、 金 属 部 の 表 面 に 形 成 さ れ る 合 金 膜 の 膜
厚 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 方 法 で あ る 。

前
が 好 ま し い

前
が 好 ま し い

１ ０

９

前
が 好 ま し い



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 金 属 部 を 有 す る 基 板 の 表 面 を 前 処 理 液 に 接 触 さ せ て
該 表 面 全 面 を 修 飾 す る め っ き 前 処 理 と 、 め っ き 前 処 理 後 の 基 板 の 表 面 に 残 っ た 前 処 理 液 を
リ ン ス す る リ ン ス 処 理 を 行 う 前 処 理 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 め っ き 前 処 理 後 の 基 板 の 表 面 に 無 電
解 め っ き 処 理 を 施 し て 前 記 金 属 部 の 表 面 に 合 金 膜 を 選 択 的 に 形 成 す る 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ
ト と 、 前 記 無 電 解 め っ き 処 理 後 の 基 板 を 後 洗 浄 し 乾 燥 す る 後 処 理 ユ ニ ッ ト と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 め っ き 前 処 理 は 、 前 記 基 板 の 表 面 を 清 浄 化 す る と 同 時
に 、 前 記 金 属 部 に 触 媒 を 付 与 し て 該 金 属 部 の 表 面 を 活 性 化 さ せ る 処 理 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 記 前 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 め っ き 前 処 理 に 使 用 さ れ る 前 処 理 液 と 前 記 リ ン ス 処 理 に 使
用 さ れ る リ ン ス 液 を 基 板 処 理 後 に そ れ ぞ れ を 分 離 す る 機 能 を 有 す る こ と 。
　 こ れ に よ り 、 基 板 の め っ き 前 処 理 と リ ン ス 処 理 を 、 単 一 の 処 理 ユ ニ ッ ト 内 で 連 続 し て 行
う と と も に 、 処 理 液 （ 前 処 理 液 及 び リ ン ス 液 ） を 個 別 に 回 収 し て 再 利 用 す る こ と が で き る
。 更 に 、 基 板 に 対 す る め っ き 前 処 理 と リ ン ス 処 理 の 間 の 時 間 を 極 め て 短 く 調 整 す る こ と が
で き る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 前 処 理 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 め っ き 前 処 理 に よ っ て 前 記 前
処 理 液 中 に 混 入 し た 不 純 物 の 濃 度 を 測 定 し 、 こ の 不 純 物 の 濃 度 が 所 定 の 値 に 達 し た と き に
不 純 物 を 除 去 す る 液 浄 化 機 能 を 有 す る 液 浄 化 装 置 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 め っ き 前 処 理 に 使 用 す る 前 処 理 液 の 汚 染 を 抑 え て 、 前 処 理 液 が 常 に 安 定 し
た 触 媒 力 及 び 洗 浄 力 を 持 つ よ う に す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 記 後 処 理 ユ ニ ッ ト で 乾 燥 処 理 さ れ た 基 板 に 形 成 さ れ た 合 金 膜 の 、 膜 厚 及 び 膜 質 の 少 な
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く と も 一 方 を 測 定 す る 装 置 を 有 す る こ と 。
　 こ れ に よ り 再 現 性 の 高 い 成 膜 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 記 膜 厚 及 び 膜 質 の 少 な く と も 一 方 を 測 定 す る 装 置 の 測 定 値 を 基 に 、 め っ き 条 件 の 変 更
ま た は 成 膜 の 品 質 の 判 定 を 行 う こ と 。
　 こ れ に よ り 、 金 属 部 の 表 面 に 形 成 し た 合 金 膜 の 膜 厚 及 び 膜 質 の 少 な く と も 一 方 を 測 定 し
、 こ の 膜 厚 ま た は 膜 質 の 変 動 に 応 じ て 、 例 え ば 次 の 基 板 に 対 す る め っ き 処 理 の 処 理 時 間 ま
た は め っ き 液 各 組 成 濃 度 を 調 整 す る こ と で 、 金 属 部 の 表 面 に 形 成 さ れ る 合 金 膜 の 膜 厚 を 再
現 性 良 く 制 御 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 記 前 処 理 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト は 、 同 じ 向 き に し た 基 板 の 表 面 を 処
理 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と 。
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 基 板 表 面 を 下 向 き （ フ ェ ー ス ダ ウ ン ） に し た ま ま 、 基 板 を １ ８ ０ ゜
反 転 さ せ る こ と な く 、 基 板 の 前 処 理 ユ ニ ッ ト と 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト に よ る 処 理 を 行 っ て
、 基 板 の 移 動 時 間 を 短 縮 す る と と も に 、 基 板 の 状 態 変 化 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 記 前 処 理 ユ ニ ッ ト と 前 記 無 電 解 め っ き ユ ニ ッ ト は 、 共 通 の 基 板 保 持 ヘ ッ ド を 有 す る こ
と 。
　 こ れ に よ り 、 前 処 理 液 の リ ン ス 処 理 完 了 か ら め っ き 処 理 開 始 ま で の 間 隔 を 極 め て 短 く 調
整 し て 、 安 定 な 膜 質 の 合 金 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 搬 送 用 ロ ボ ッ ト ハ ン ド 等 に
よ る 基 板 の 受 け 渡 し 回 数 を 減 ら し て 、 基 板 裏 面 の 汚 染 や ダ メ ー ジ を 回 避 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 基 板 保 持 ヘ ッ ド は 、 基 板 の 表 面 側 の 周 縁 部 ま た は 裏 面
側 の 周 縁 部 を 同 時 に 、 ま た は 一 方 を 選 択 的 に シ ー ル で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 基 板 の 表 面 側 の 周 縁 部 を シ ー ル し て 前 処 理 ユ ニ ッ ト に よ る め っ き 前
処 理 を 、 基 板 の 裏 面 側 の 周 縁 部 を シ ー ル し て 前 処 理 ユ ニ ッ ト に よ る リ ン ス 処 理 及 び 無 電 解
め っ き ユ ニ ッ ト に よ る め っ き 処 理 を そ れ ぞ れ 行 う こ と で 、 基 板 の 周 縁 部 に 異 常 な め っ き 膜
が 生 成 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ７ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 前 処 理 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 め っ き 処 理 ユ ニ ッ ト は
、 一 部 に 開 口 を 有 し 、 内 部 の 雰 囲 気 を 装 置 全 体 と 独 立 に 調 整 で き る 機 能 を 有 す る 密 閉 可 能
な 筺 体 の 内 部 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の
基 板 処 理 装 置 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 前 処 理 液 の リ ン ス 後 の 基 板 を め っ き 処 理 ユ ニ ッ ト に 搬 送 す る 間 の 動 作 を 、
例 え ば 大 気 よ り 酸 素 組 成 が 少 な い 雰 囲 気 で 行 う こ と で 、 処 理 中 の 基 板 が 酸 化 さ れ や す い 雰
囲 気 に 曝 さ れ る こ と を 防 止 し て 、 安 定 な 膜 質 の 合 金 膜 が 得 ら れ る 。
　

　

【 手 続 補 正 ２ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 外 部 環 境 か ら 光 が 透 過 し な い よ う に 射 光 処 理 を 施 し た ハ ウ
ジ ン グ 内 に 収 容 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 基 板 処 理 装
置 で あ る 。
　 こ れ に よ り 、 処 理 中 に 基 板 の デ バ イ ス 面 に 形 成 さ れ た 素 子 及 び 配 線 等 の 中 に 、 光 の 励 起
効 果 に よ る 電 子 移 動 の 発 生 を な く し て 、 基 板 デ バ イ ス の ダ メ ー ジ を 与 え る こ と を 防 止 す る
こ と が で き る 。
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請 求 項 １ ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 筺 体 は 、 給 排 気 系 統 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ５ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。

請 求 項 １ ７ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 筺 体 の 内 部 に 、 不 活 性 ガ ス ま た は 還 元 性 ガ ス を 充 填 ま
た は 循 環 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ ま た は １ ６ 記 載 の 基 板 処 理 装 置 で あ る 。
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